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少女が真っ暗な部屋で一人で絵本を描いている。
少女　　昔々、いろいろな生き物が暮らしている街がありました。そのいろいろというのが少し変わっていて、例えば、耳が一つしかないウサギ。花が咲かない桜、羽がない鳥、などです。しかし
人々が好奇な目で少女を見ている。
少女はそれに耐え切れなくなり、顔をそむける。
少女　　・・・しかし、誰もそんなことは気にしませんでした。なぜなら、みんな何かしら違っていてそれが当たり前だったからです。
団長　　おい、そこのピエロ。
ピエロ　はい。
団長　　全然できてないぞ。
ピエロ　す、すみません。
団長　　明日までなんだぞ、分かってるのか。
ピエロ　もちろんです。すみません。でも、あの
団長　　お前はもういい。できなかったらそれまでだ。
周りの人々が一斉にピエロを見る。
ピエロ、周りのピエロの冷たい目と団長の目に耐え切れなくなって逃げ出す。
団長　　（鼻で笑う）弱いやつはそういうものさ。お前らもああなりたくなかったら、結果を出せよ。
ピエロ　また・・また僕は、辛い現実から逃げ出そうとする。
　　　　自分でピエロになりたがったくせに、今はもう、そう思ったことすら忘れてしまう。
ピエロとは違う袖から猫たちが出てくる。
母　　　このおなかの子が生まれたらどんな子になるかしら？
ふう　　かわいい子に育つだろうなあ。
りん　　あたし、この子が言葉をしゃべれるようになったら、一緒におままごとするんだ。
むう　　お姉ちゃんだけずるいよ。むうもやる。むうも！
りん　　分かってるよ。っていうか、あんたは勝手に入ってくるでしょ。
むう　　いいじゃん、別に。
ふう　　そう、ふてくされるなって。それはおなかの子が無事に生まれてきてからの話だろ？
　　　　まずは、安全に生まれてくることを願わないと。
りん　　それもそうね。
ピエロはその光景を見ている。猫たちが和気あいあいとしゃべりながら去っていく。
ピエロ　・・きっと、おなかの中にいる赤ちゃんは幸せだろうな。
　　　　あんなに、あんなに、楽しそうなみんなが周りにいて。
場面が変わる。たくさんの人。いろいろなことをやっている。
少女の声と人々の声がマッチし、群読のようになる。
ある街にはたくさんの人と動物たちが暮らしていました。その街は少し変わっていて、人間以
外のあらゆる生き物は何一つ同じではありませんでした。こういった生き物たちが人間たちの周りにたくさん息づいていました。
みんながどこかしら違う部分を持っていたので、誰もそんなことを気にかけませんでした。
そしてそこに、なにもないねこもいました。
母　　　もうすぐ、生まれてくるこの子。
ふう　　無事に生まれてくるといいね。
りん　　そうだねえ。あ、そういえば、もう名前は決めたの？
母　　　まだなのよ。どんな名前が良いのかしら。
むう　　どうする？どうする？
ふう　　女の子ならかわいい名前がいいね。
りん　　明るい名前がいいなあ。
むう　　じゃあ、りり、とか！？
りん　　え～、それはだめ。だって私のりんって名前と似てるもん。
ふう　　確かに似てると間違えちゃうよなあ。
むう　　ええ～、じゃあ何が良いかなあ。お母さんはどう思う？
母　　　私は・・そうねえ、さらさ。とかが良いと思うな。さらさっていうのはね、水が流れる清い音を表しているの。その音のように澄んだ心の持ち主になりますようにって。
りん　　かわいい名前！
ふう　　意味もいいなあ。
むう　　全く、さらさがうらやましいよ。むうにはそんなすごい意味なんてないんだから。
母　　　むーう。むうにはね、名前にすごい意味がなくても立派な口が二つもついてるのよ。
ふう　　そうだぞ、むう。むうは足が三本しかなくても口が二つある。それでいいじゃないか。
りん　　ふうは耳が一つしかないかわりに目が三つもあるんだよね。
ふう　　立派な目だろ。周りを見渡そうとしなくても自然にいろんなものが見えるんだ。
りん　　いいなあ、あたしには目は一つしかないもん。
むう　　りんだって目が一つしかないかわりにしっぽが二本もあるよ。
りん　　そう！あたしの自慢なんだあ。
ふう　　さらさはどんな子なんだろう。足は四つあるかな？
むう　　目が三つでしっぽが二本とか。
りん　　耳が一つってかわいいよね。
母　　　とりあえず、元気に産まれてきてくれればいいわ。どんな子でも。
　　　　ね。
猫三匹、うなずく。
時が止まったように静かになる。
少女　　しかし、おなかの中の子は産まれてきませんでした。いいや、産まれたはずなのにそこに体はなく、元気な産声もありませんでした。
ふう　　どういうことだ。なかったってことか。
りん　　はじめから赤ちゃんなんていなかったってこと？そんなあ。
むう　　よくわからないよ、お兄ちゃん、お姉ちゃん。
母　　　・・・きっと始めからさらさなんて存在、いなかったのよ。私たちが勝手に作り出してた妄想だったんだわ。
少女　　そうして、さらさはいなかったことになりました。
団長　　みなさん、こんにちは。また我らサーカス団がこの街にやってきました。
　　　　公演は明日からです。さあ、ぜひ見てってね！
りん　　今日は人が多いのね。
ふう　　そりゃあ今日は久しぶりにサーカスが街にやってくる日だからね。
　　　　ほら、街中がお祭り騒ぎだろ？
りん　　ほんと、ほんと。・・きゃあ！
ふう　　どうかしたか、りん。
りん　　何かが飛んできたの。これは・・
むう　　ボール？
ふう　　でも、どこから？
ピエロ　ごめんごめん。そのボールは僕のだよ。
りん　　・・・え？
ピエロ　拾ってくれてありがとね。
ふう　　あの・・。
むう　　その服、変なの！
ふう　　むう、はっきりいうなよ。
ピエロ　僕は一応ピエロだからね。この服が変って言われてもなあ。
りん　　兄弟たちが、すみません。
ピエロ　いやいや、良いんだ。そうか、君たちは兄弟だったのか。
ふう　　はい。僕が一番上で、りんが二番目、むうが三番目です。
ピエロ　いいね。仲のいい兄弟で。
むう　　お兄さんは？・・・なんで落ち込んでいるの？
ピエロ　僕は・・・、僕は、新人のピエロなんだよ。サーカス団の中で一番落ちこぼれのね。だから、周りの先輩ピエロからはもちろん、同い年のピエロからも厄介者扱いさ。
　　　　団長からも見捨てられててさ・・。
団長　　明日の朝までに完璧にできなければこの街の公演には出なくていい！
ピエロ　なーんて言われちゃってね。
りん　　団長さんって一番えらいの？
ピエロ　そうだよ。団長さんの言うことには逆らえないんだよ。
　　　　たとえ、僕よりずーーと上の先輩でもね。
むう　　ふーん。あ、ねえ、ピエロって何か出し物やるんでしょ！何かやってよ！
ふう　　むう、わがまま言うんじゃない！
ピエロ　いいよ、別に。でも、さっきもいったけど僕は一番の落ちこぼれものさ。
　　　　一人前に人を笑かすこともできないよ。
むう　　いいよ。下手でもいいって。
ピエロ　本当かい？じゃあ、ジャグリングをご覧にいれましょう。得意技ではないけど、これが一番好きなんだ。
ジャグリングをしているピエロ。
ピエロ　あっ！
ボールが落ちる音がする。
ピエロ　あ、え、あれ？
りん　　ボールが戻ってきたね。
ふう　　あっちにとんでっちゃったのに。
むう　　ていうかお兄さん、最後の一個、飛ばしすぎだよ。
ピエロ　そうだよね。なーんかうまくできたから最後は高く投げて決めようって思ったら力が入りすぎちゃった。
むう　　だめじゃーん。
ピエロ　さて、僕はもう帰ろうかな。明日までにたくさん練習をしなくちゃいけないんだ。
りん　　がんばってね。
ピエロ　ありがとう。君たちにあって、なんだか元気になった気がするよ。
むう　　じゃあねー。
りん　　さて、これからどうする？ふうは何したい？
ふう　　・・・。
りん　　ふう？ふうったら。何考えてるの。
ふう　　いや、さっきのことだよ。あのボールが何で何もない所で跳ねてこっちへ戻ってきたのか・・。
りん　　そんなこと考えてたの？別に、そこに何かがあったんじゃない？石とか・・。
むう　　そうだよ。きっと地面にぶつかって跳ね返ったんだよ。
りん　　それか、あのボールに糸がついてて、落ちそうになった瞬間に引っ張ったとかね。
むう　　そうだよ。そんなに気にすることじゃないって。
ふう　　そうかなあ。
りん　　ねえ、それよりこれからどうする？あたしもうおなかぺっこぺこ！
ふう　　じゃあ、帰るか。
むう　　え、家でごはん食べるの？
りん　　じゃあどこで食べるの？
むう　　だって今日はサーカスがきてお祭りって感じだよ。誰かにおねだりすればご飯もらえるんじゃない？
ふう　　確かにそうだな。
りん　　じゃあ、大通りにでも行ってみる？でもむうがまたはしゃいで人に踏まれそうになったら、ねえ。
むう　　気をつけるって！
ふう　　ま、そこまで言うなら行ってみるか。
むう　　やったあ！
りん　　ほら、もうはしゃいでる。
むう　　大丈夫、大丈夫！ほら、レッツゴー！
館長　　ああ、どうして今日はこうも道がこんでいるんだ！まっすぐ進むのさえ難儀じゃないか！？
主任　　何をおっしゃっているんですか、館長。サーカスが街にやってきたんですよ。
　　　　知らないんですか。
館長　　あ、ああ。もちろん知っていたとも。そうだ、そこの屋台で何か買おうじゃないか。
　　　　君、何か欲しいものあるかい？
主任　　別にいりませんから、お好きなものをご勝手にどうぞ。
ふう　　ねえねえ、あそこの屋台おいしそうじゃない？
むう　　ほんとだ！むう、あれ食べたいなあ。
りん　　じゃあ、誰かからもらってきたら？上目使いで頂戴って言ってさ。
むう　　うーん。あの人なんかどう？今買ってった男の人！なんだか押しに弱そう。
ふう　　どれどれ、押しには弱そうだけど、ちょっとけちんぼそうだよ。
むう　　ものは試しだよ。近くに行ってチャレンジしてみようよ。
館長　　おお、やっぱいい匂いだ。おなかがすいているとイライラするからな。
　　　　いただきまーす。
　　　　な、なんだこの猫たちは。もしや私のベビーカステラがほしいのかい？
館長　　おいで。いくらかあげようじゃないか。
主任　　もう猫ぐらいしか近寄ってこないですね。おかわいそうに。
館長　　そんな思いきり拒絶しなくても・・。ああ、もう猫！
　　　　邪魔だ邪魔だ。足にまとわりついて。離せ！
むう　　この人今ぼくらのこと蹴とばしたよね。ひどいよ。
りん　　猫のことなめてるわね。
館長　　はあ、やっと猫たち離れたか。
ふう　　こうなったら
むう　　あれしかないよね
りん　　あれしかないわね
三匹　　トリプルキャッツスマッシュ！
館長　　いたっ、ちょ、ひっかくなよ！さっき蹴ったから怒ってるのか！？
　　　　いたいって、やめてくれよって。
主任　　さっきは猫ぐらいしか寄ってこない、なんて言いましたけど訂正します。
　　　　猫にさえ嫌われてましたね。
館長　　んな！
主任　　それではお先に行かせてもらいます。お疲れ様でした。
館長　　ま、待ってくれ、きみ！ああもう猫たち！これあげるからあっち行ってくれよ主任！待って！置いてかないでくれえええ！
むう　　やっぱりあの人良い人だったじゃん。ほら、こーんなにカステラくれたしさ。
りん　　案外食べ物をくれるのね。
ふう　　むうの言うとおりだったな。
りん　　おいしいーーーー。
ふう　　ほら、むう。右の口の左側にカステラがついてるぞ。
むう　　んふんふ。
りん　　ちょっとため息なんかついてどうしたの。
ふう　　何を言ってるんだ。ため息なんかついてないよ。僕もむうも。
りん　　え？だって今確かに・・・。
むう　　聞き間違いじゃないの。
りん　　屋根の方から聞こえてきたような・・。
ふう　　春風が屋根の上から降りてきたんだよ。
りん　　ふーん
むう　　春風かあ、もう春だもんね。うれしいなあ。
ふう　　何が？
むう　　なんとなく、だよ。なんとなく春風って聞くとうれしいんだ。なんだかね、春風が幸せも運んできてくれるような気がして！
りん　　あ、いけない。もう暗くなっちゃう！じゃ、帰りますか。
街の人たちのうわさ
なにもないねこってのがいるらしい
どんなねこなんだ
なんかなにもないんだって
なにもないって？
館長さんの部屋
館長　　いやあ、それにしても最近の博物館はひどいな。
主任　　はあ、何が。
館長　　客がこない！・・それだけだ。
主任　　ま、この博物館にはあまり有名なものもありませんし、飾り付けもひどいし、なんか暗いし、館長であるあなたは変人だし、客が来ないのは当然ですよね。
館長　　ちょ、ちょっとひどいことさらっと言うね、君は。
主任　　現実を言ったまでです。
館長　　俺は変人なのか・・・。
主任　　あなたを例える言葉がそれ以外にありませんでした。
館長　　もっとあるだろう。かっこいいとかイケメンとかハンサムとか！
主任　　全部意味一緒ですね。しかもあてはまりませんね、あなたに。
団長　　失礼します。
館長　　これはこれは・・、君、お客さんだ。椅子を出したまえ。
　　　　て、ちょっ、それ私の。
団長　　ああ、お構いなく。
館長　　あの・・どなた様でしょうか？
団長　　私はサーカス団の団長です。
館長　　どういったご用件で？
団長　　実はこの街で何もない猫がいるといううわさを聞いたのです。
館長　　何もない猫、ですか。
団長　　私たちサーカス団は動物とともに商売をしている。動物が増えればその分お客も増える。そして珍しい動物と聞いたらなおさら客が増える。
館長　　はあ。それで私にどうしろと。
団長　　サーカスが終わるまで何もない猫を我がサーカス団にいれたい。そのためにあなたにその何もない猫を捕まえてほしい。
館長　　私が何もない猫を捕まえる！？
団長　　そうです。
館長　　・・・私に何のメリットが。
団長　　ありますよ。サーカスが終わればこの博物館に何もない猫を寄贈してしまえばいい。
　　　　そうすればこの博物館も客が増えることでしょう。
館長　　・・・なるほど。
団長　　どうです、この話。乗ってくれますね？
館長　　・・・分かりました。
団長　　ありがとう。それではまた。
主任　　館長。どうやって何もない猫を捕まえるつもりですか。
館長　　・・・網をもってきてくれ。虫取り網のでかいのを。
主任　　はあ。・・・言っておきますが私は関わりませんからね。
館長　　何を言っているんだい。私たちはパートナーじゃないか。
主任　　あなたの勝手な妄想です。やめてください。
館長　　妄想って・・。ツンデレなんだから。
主任　　気持ち悪いこと言わないでください。
館長　　はあーい。じゃあ行くか。
何もない猫を捕まえようと館長は網をふるう。
何もない猫は自ら捕まろうとするが館長は気付かない。
　　　　へたくそ！
団長　　どうです。何もない猫はつかまりましたか。
館長　　いいえ、全然ダメでした。
団長　　そうですか・・、それは非常に残念だ。
館長　　申し訳ないです。
団長　　いえいえ、こちらこそ無理なお願いをしてしまった。・・ありがとう。
ピエロ　お呼びでしょうか、団長。
団長　　動物の調教師であり、サーカスで動物の紹介もする君にお願いがある。
ピエロ　はあ
団長　　君は何もない猫という猫を知っているかい。
ピエロ　何もない猫ですか。
団長　　ああ。今街でうわさになっているそうだ。そこで何もない猫を捕まえて今度のサーカスの公演に出そうと思ったんだよ。見せものとしてね。
ピエロ　この中にその何もない猫が？
団長　　あ、いや、結局なにもないねこは捕まえられなくってね。
ピエロ　はあ。
団長　　そこでだ。空のケージを見せて、この中に何もない猫がいるっていうことをいってほしい。
ピエロ　それは、嘘をつくってことですか。
団長　　まあ、早い話がそれだ。
ピエロ　それは、義務ですか。
団長　　私の命令だ。君だってこの公演に出たいだろ？君にしかできない役なんだよ。
ピエロ　・・・。
団長　　さあ、どうするんだ。
ピエロ　分かりました。
ふう　　ねえ。むうとりんはサーカスの公演、見たい？
むう　　そういえば、明日までだっけ。
りん　　私たち猫なのに入れるの。
むう　　こっそり入っちゃえばばれないって。
ふう　　それはいけないけど、大丈夫じゃないかな。
りん　　そうかなあ。
むう　　行こうよ、お姉ちゃん。
りん　　・・行くか！・・楽しみだね。
むう　　きっと、見たことのない世界なんだろうね。
ふう　　ああ、そうだな。
りん　　ほら、むう早くして！
むう　　待って待って、うわあ。
ふう　　なんだ、どうかしたか。
むう　　僕のしっぽがふまれたあ。
りん　　いつもはしゃいでるからこういうときに踏まれるのよ。
ふう　　急がないと始まっちゃう！
団長　　このたび、私たちサーカス団の公演に来て下さり、まことにありがとうございます。
　　　　ほんの短い時間ですがどうぞお楽しみください。
歓声
団長　　さあ、まずは・・、ライオンの火の輪くぐり！おお、成功させたぞ！
歓声
団長　　つづいては、小動物による玉乗り！おおっとゾウが乱入！なんだなんだ何がしたいんだ。おお！ゾウが玉に乗っている！これはすごい！
歓声
団長　　さあ、次はなんだ。・・・オオカミだあああ。オオカミと人の美しい技。なんということでしょう。こんなに人とオオカミは接近できるのか！？いや、できない。できないのにやっている！
歓声
団長　　さて、皆様にうれしいお知らせがあります。
ピエロがしゃべるはずなのだが、ピエロはしゃべらない。
団長はピエロを小突く。
しかしピエロはしゃべらない。
固唾をのんで見守る観客。
しびれを切らした団長がかごを奪い、言い始める。
団長　　えー、実はこの中に何もない猫というのがいるのです。先日、この街で発見されました。世界でもめずらしい、なんにもない猫なんです。
観客たちが騒ぎ始める。
　　　　何もない猫だって！？
　　　　なにもないからみえないんだね。
サーカスから街に。
街の人たちがうわさしている。
だんだん小さくなって、うわさは自然に消えていく。
夜の屋根の上で三日月さまを見ると涙がこぼれてくる。
涙だけが一粒、輝石のようにこぼれて、屋根の上に小さなしみを作る。
でもそれもまたすぐ誰にも見られないうちに乾いて、小さくなって小さくなって消えてゆく。
消えてどうなるの。
消えたらきっと消えたままだよ。
いったいいつになったら私がいることに気付いてくれるのだろう。
褒めてくれなくてもいい。
かわいがってくれなくてもいい。
せめて、
少女　　いることに気付いてくれればいいのに。
少女　　何もない猫は、人々のうわさでしか存在できないのね。うわさとか何もないときは誰にも見てもらえないなんて、かわいそうに。
ピエロ　君も同じようなものだろう。
少女　　私は違うよ。私はただ憧れてるだけなんだよ。この絵本みたいな平和な世界に。
　　　　誰もが何かしら違うと自覚してるような世界に。
　　　　みんな、何かが欠けてるからおかしいだなんて思わないような・・・。
ひとーつ、ふたーつ、みっつ、よっつ、いつつ、むーーーーっつ。
子猫の鳴き声
ふう　　おめでとう、りん。良かったじゃないか。こんなに元気な赤ちゃんがうまれて。
りん　　ありがとう。
むう　　お姉ちゃん。おめでとう。
りん　　むうも、ありがとう。
ふう　　赤ちゃんを見ると、あの時を思い出すな。
りん　　あの時？
ふう　　僕らがまだ無邪気に遊んでいたころさ。ほら六年前とか。サーカス団が街にやってきて見にいったじゃないか。
むう　　そんなこともあったね。
りん　　あー、なんかなつかしいなあ。
ふう　　その時、何もない猫ってのも話題になったな。
むう　　そうだったね。
りん　　そういえば、なんで何もない猫はいないって話になったんだっけ？
ふう　　確か・・、そうだ。あのピエロのお兄さんだ。あのお兄さんが確か・・・。
サーカス。ふうの回想。
ピエロが黙っている。固唾をのんで見守っているお客さん。
しびれを切らした団長が言い出す。
団長　　えー、実はこの中に何もない猫というのがいるのです。先日、この街で発見されました。世界でもめずらしい、なんにもない猫なんです。
観客たちが騒ぎ出す。
ピエロが突然団長が持っているかごを奪って叫びだす。
ピエロ　嘘です。この中に何もない猫はいません！
団長　　お前、何を。
ピエロ（かごを開ける）
団長　　あっ。
ピエロ　いたとしても、もう逃げちゃいましたね。（冷ややかに笑う）
団長　　！貴様！
観客が団長に向かってブーイングを始める。
あわてる団長。人々は不満を言いながら帰っていく。
団長　　お前、なんてことを！
ピエロ　僕が自分に正直になったまでです。
団長　　お前のせいだ。お前のせいでサーカスが潰れたんだ。
ピエロ　サーカスは幻想だ。人々を現実から逃げさせるためだけの虚無の世界だ。
　　　　昔は僕だって思ってた。現実から目をそむけるのだって仕方のないことだと。
　　　　でもそれは違う。ただ甘えてただけなんだ。結局は現実に戻らなくてはいけない。
団長　　だからサーカスを潰したのか！？人々の覚醒を解くために！
　　　　このできそこないのピエロが！一人前にものを語りやがって。
　　　　自分だけが正解だと思うなよ！
ふう　　できそこない・・？できそこないってなんだ。能力が欠けてるってことか。それとも見た目が違うのか。それなら僕だってそうだ。この街に生きる生き物、全てがそうじゃないか。何もない猫だって・・・。
ひとーつ、ふたーつ、みっつ、よっつ、いつつむっつななつやっつ・・・。
少女　　「何もない猫は死んでいきます。今度生まれてくるときは、ちゃんと自分も周りの人になれることを祈って。静かに静かに死んでいきます。」
　　　　これで終わり？・・・だめだ。こんなラストじゃだめだ。いやだ。いやだああああ。こんな終わり方じゃ、何もない猫がかわいそうだよ。
　　　　私は、こんなラストを望んでたわけじゃ・・。
　　　　じゃあ、何を望んでたんだ。
少女　　私は・・・。
ピエロ　君は自分を認めてほしいのか。
少女　　私は・・、私はただ怒ってるだけだ。
　　　　認めてほしい、なんて綺麗ごとじゃない。
　　　　このドロドロとした感情は私の中でいつまでもわだかまりとして残っている。
少女の回想
ふう　　さらさはどんな子なんだろう。足は四つあるかな？
むう　　目が三つでしっぽが二本とか。
りん　　耳が一つってかわいいよね。
母　　　とりあえず、元気に産まれてきてくれればいいわ。どんな子でも。
　　　　ね。
猫三匹、うなずく。
少女　　そういって、あたしを、何もない猫をだましたのね。
母　　　だましたわけじゃないの。
少女　　嘘！だって言ってたじゃない！どんな子でも元気に産まれてきてくれればいいって。
　　　　あたしはちゃんと生まれてきた。足がなくても、手がなくても、耳がなくても、胴体がなくても、そのかわりにも何もなかったけど、ちゃんと生まれてきた。なのに、あたしだけはみんなの輪の中に入ることはできなかった。
母　　　ごめんね。私があまりにも見ようとしなかったから、あなたを長い間傷つけちゃっって。
少女　　違う。謝られても困る。謝られたってこの十何年は返ってこない。
　　　　私が悪いの！？どうしても割り切れないこの想いはどうすればいいの！？
母　　　ごめん、ごめんね。さらさ。
少女　　違う。もう謝らないで。私が困るだけなの。ねえ・・お願いだから。
ピエロ　なあ。君は何を望んでいたんだい。
少女　　・・・、私は、・・みんなが仲良く笑ってられるような・・そんな世界・・。
　　　　みんなの中に入れるような、自分・・・。
ピエロ　それが君の答えか。
ピエロ　なら、書き直せばいい。この話のラストを君自身で変えてしまえばいい。
りん　　ねえ、見て見て、昨日は雨が降っていたのにここだけ濡れていないの。
ふう　　本当だ。なあ、これって・・
むう　　猫の形だ。
りん　　なにもないねこ・・？
ふう　　きっと何もない猫さ。何もない猫が夕べここで死んだんだよ。
ふう　　何もない猫はずっとここにいたのかな。
むう　　僕らは気付いてあげられなかったね。
りん　　お墓に、お墓に埋めてあげましょうよ。
少女　　街の人たちはそこに、何もない猫のための小さなお墓をつくってあげました。
　　　　ねえ、何もない猫。私はもうそろそろ現実に戻らなければならない。
　　　　本当は怖い。夢から目覚めるのが。一人で歩いて行かなくてはならないのが。
　　　　でも、それを受け入れて生きていかきゃいけないんだ。
どんなに文章力がなくてもアイディアが思い浮かばなくても、それでも僕らは書かなくては
ならない。自分の人生は自分で生きていくのだから。
少女　　私が何回生まれ変わってもそのたびに何回でも書き直そう。
　　　　私の人生を。何もない猫の幸せを！
　　　　何もない猫はあと十年、二十年、百年、千年先でもきっと生まれ変わることでしょう。そして太陽の下で他の猫たちと一緒に元気よく走り回るのです。
　　　　たくさんの愛情につつまれながら・・。
少女が絵本を閉じる。少女は現実の世界へと戻っていく。
絵本にサスが当たる。
幕。終わり。
